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Ⅰ．はじめに

　スギ人工林の主伐が進み，再造林用の苗木供給量の増加が見込
まれる。コンテナ苗は植栽時期を選ばないという利点があるため，
地拵えと植栽作業を同時に行う一貫作業システムに適している
（森林総合研究所九州支所，2013）。林木育種センターなどは，精
英樹同士を掛け合わせた精英樹 F1 の中から，第二世代の精英樹
の選抜を行い，初期成長の早いエリートツリー等を選抜している
（星ほか，2013）。佐賀県においても，独自に初期成長の早い等の
特性をもつ次世代スギ精英樹 6クローンを選抜した。今後は，次
世代スギ精英樹コンテナ苗を普及し，低コスト造林や二酸化炭素
吸収源としての役割を果たすことが期待される。ミニ穂やマイク
ロカッティングによるさし木により，苗木供給量を増加させるこ
とができるが，育苗期間が長くなるという問題があるため，育苗
期間の短縮が課題である。
　フルボ酸は，植物などが土壌生物や土壌微生物によって分解さ
れる最終生成物の腐植物質の中で，酸によって沈殿しない無定形
の高分子有機酸である。キレート効果・pH緩衝作用があり，植
物の成長促進や土壌改良，水質浄化などに効果があるという事例
はある（田中・飛田和，2015）が，樹木の苗木育苗に対する効果
は不明である。そこで，次世代スギ精英樹コンテナ苗育苗に対す
るフルボ酸の効果を検証した。

Ⅱ．材料と方法

　2015 年 10 月に佐賀県林業試験場が独自に選抜した次世代スギ
精英樹 6品種（B- 16，B- 61，B- 74，脊振 F1 1 - 15，太良 F1 8 - 2，
大町 F1 20 - 4）27～32 年生の次代検定林内の木を伐倒し，穂木
を採取した。穂長 20 cm による箱挿しを行い，ガラス温室内ミ
スト灌水による育苗を行った。発根した苗は，2016 年 5 月にM
スターコンテナに床替えをした。培地はヤシ殻ピートと針葉樹
バークを等量混合し，容量は約 300 ml とした。基肥として緩効
性肥料ハイコントロール 700（N:P:K= 16 : 5 : 10）8 g/L を混合し，
床替え後から 2016 年 9 月末まで液肥及びフルボ酸溶融液による

追肥を行った。フルボ酸溶融液は，「フジミン」（サンスイ・ナビ
コ（株），フルボ酸 4 , 000 mg/ℓ以上含有），液肥は「育ちくん」
（タキイ種苗（株），N:P:K= 8 : 3 : 4）を使用した。（Ⅰ）「育ちく
ん」1, 000 倍希釈を週 1回 +「フジミン」500 倍希釈を 2週間に
1回，1 ℓ /m2 葉面散布（以後，フルボ酸あり），（Ⅱ）「育ちく
ん」1, 000 倍希釈を週 1回，1 ℓ /m2 葉面散布（以後，フルボ酸
なし）の 2条件で追肥を行った。移植直後の 6月と 10 月に苗高
と根元径を測定した。苗高はメジャーにより 0 . 5 cm 単位で測定
し，根元径はデジタルノギスにより，0 . 01 mm単位で測定した。
10 月に，各個体のMスターコンテナのシートを広げ，側面全体
の中の表面根系被覆率を表－ 1の評価法により目視により算出し
た。各調査項目の有意性は，t検定法により確かめた。

Ⅲ．結果と考察

　品種と施肥処理別の床替え当初（6月）苗高，10 月苗高，5か
月間の苗高成長量，当初（6月）根元径，10 月根元径，5か月間
の根元径成長量を表－ 2に示す（平均±標準偏差）。苗高は，床
替え当初は脊振F1 1 - 15のみフルボ酸なしが有意に大きかったが，
10 月になると脊振 F1 1 - 15 の差がなくなった。また，B- 16，
B- 61 は 10 月のフルボ酸ありが有意に大きかった。苗高成長量は
B- 16，脊振 F1 1 - 15 が有意に大きく，他の 4品種もフルボ酸あ
りが大きい傾向を示した。
　床替え当初の根元径は，脊振 F1 1 - 15 のみフルボ酸なしが有
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表－1．根鉢の評価法

根系
発達度

表面根系
被覆率 特徴

1 0-20% 下部等，局所的に発根が確認できる
2 20-40% 周囲の1方向で，上下に発根が確認できる
3 40-60% 根は全周で確認できるが，上部半分の根は少ない
4 60-80% 上部など，一部に根が見られない
5 80-100% 用土全体を根が覆っている
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意に大きかったが，5か月後は脊振F1 1 - 15 のみフルボ酸なしが
有意に大きいままだった。また，B- 16，B- 74 は 10 月のフルボ
酸ありが有意に大きかった。根元径成長量はB- 16，B- 74 はフル
ボ酸ありが有意に大きく，太良F1 8 - 2 以外はフルボ酸ありが大
きい傾向だった。
　根系発達度の結果を図－ 1に示す。脊振 F1 1 - 15，太良 F1 
8 - 2 がフルボ酸なしの方が有意に高く，他 4品種もフルボ酸なし
の方が高い傾向を示した。地下部の成長はフルボ酸によって抑制
される可能性が示唆された。

　今回の試験結果から，500 倍のフルボ酸溶融液により，地上部
成長は促進されるが，同時に地下部成長は抑制される可能性が示
唆された。ただし，フルボ酸溶融液の供試条件である 2週間に 1
度・500 倍希釈が最適であるとは限らない。そのため，地上部・
地下部共に成長が促進されるフルボ酸溶融液の濃度条件を検討す
る予定である。
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図－ 1．根鉢の評価

 * **

表－2．スギコンテナ苗の苗高・根元径及び成長量

品種名 フル
ボ酸

6月苗高
（cm）

10月苗高
（cm）

苗高成長量
（cm）

6月根元径
（mm）

10月根元径
（mm）

根元径成長量
（mm）

B-16
+ 17.1±2.6 29.4±6.6* 11.9±6.2* 2.98±0.49 4.21±0.39* 1.20±0.57*
- 16.7±2.1 25.0±7.0  8.2±6.9 2.88±0.55 3.80±0.51 0.92±0.53

B-61
+ 15.9±3.1 33.1±6.6* 17.2±5.0 3.32±0.60 4.36±0.51 1.04±0.55
- 14.3±2.0 29.1±6.5 14.8±6.1 3.39±0.55 4.23±0.58 0.85±0.55

B-74
+ 17.6±2.6 31.9±6.7 14.4±6.3 3.36±0.66 5.00±1.01** 1.65±0.73**
- 18.3±3.0 30.9±8.8 12.6±7.8 3.46±0.71 4.49±0.59 1.04±0.44

脊振 F1 1-15
+ 16.0±2.1 34.8±6.1 18.8±4.9* 2.86±0.67 4.12±0.64 1.26±0.61
- 18.0±3.0** 33.4±7.0 15.5±5.8 3.55±0.75** 4.67±0.57** 1.12±0.51

太良 F1 8-2
+ 16.1±1.6 28.1±4.3 12.0±4.4 3.43±0.52 4.18±0.38 0.73±0.41
- 17.0±2.7 28.7±6.3 11.7±5.6 3.59±0.60 4.47±0.52 0.95±0.77

大町 F1 20-4
+ 15.9±2.5 30.5±6.7 14.7±5.6 2.93±0.59 3.95±0.41 0.98±0.46
- 15.0±2.1 29.1±7.0 14.2±6.8 3.12±0.73 4.09±0.52 0.97±0.49

* と ** はそれぞれ5%水準，1%水準で統計的有意な差で大きいことを意味する。


